３　特別会計

　　特別会計に係る決算の状況については下表のとおりである。このうち主要な８会計について、P.26以降に取り上げた。

（１）歳入歳出決算の状況

[image: image1.emf]予 算 現 額 歳 入 決 算 額 収 入 歩 合
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百万円 百万円 ％

大 阪 府 営 印 刷 所

672 515 76.59

港 湾 整 備 事 業

10,328 10,436 101.05

関 西 国 際 空 港 関 連 事 業

7,779 7,778 99.99

箕 面 北 部 丘 陵 整 備 事 業

3,738 3,636 97.28

不 動 産 調 達

8,614 8,690 100.89

公 債 管 理

968,655 968,732 100.01

市 町 村 施 設 整 備 資 金

12,675 12,676 100.00

証 紙 収 入 金 整 理

12,240 11,557 94.42

母 子 寡 婦 福 祉 資 金

832 914 109.93

中 小 企 業 振 興 資 金

5,431 7,502 138.14

農 業 改 良 資 金

128 403 315.22

沿 岸 漁 業 改 善 資 金

50 118 234.47

林 業 改 善 資 金

21 103 483.44

合 計 ａ

1,031,163 1,033,060 100.18

平 成 17 年 度 合 計 額 ｂ

1,090,868 1,095,419 100.42

ポイント

差 引 増 額 a - b

△ 59,706 △ 62,358 △ 0.23

　　　　　　　　　　　　 　ａ

％ ％

対 前 年 度 比 ｂ

94.53 94.31

 

特別会計    　    　　　区　分


　注：数値が※0となっている項目は、百万円未満の数値があることを示す。

特別会計の歳入決算額は1兆330億6,000万円で、前年度に比較して623億5,800万円、比率で5.69％の減となっている。また、歳出決算額は1兆288億9,000万円で、前年度と比較して603億8,700万円、比率で5.54％減少している。

[image: image2.emf] 

歳 出 決 算 額 執 行 率 歳入歳出差引額 翌 年 度 へ 実 質 収 支 額
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ポイント

△ 60,387 △ 0.07 △ 1,972 △ 116 △ 1,856

％ ％ ％ ％

94.46 67.90 36.65 68.85

 


歳入、歳出の減少は、いずれも主として公債管理特別会計における減少であり、歳入は繰入金の減によるもの、歳出は府債元利償還金の減によるものである。
なお、当該年度の実質収支41億300万円は、前年度の59億6,000万円と比較して
18億5,600万円減少している。

（２）　港湾整備事業特別会計

港湾事業のうち収益事業の収支を経理するために設けられた会計である。

（　歳　入　）

[image: image3.emf]予算現額 調 定 額 収入済額 不 納 収 入

予算現額に対する

欠 損 額 未 済 額

収 入 済 額 の

            Ｃ           　Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

増 減

対予算   Ａ 対調定   Ｂ

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 ％ ％

10,328 10,660 10,436 - 224 108 101.05 97.90

収　　入　　歩　　合


（　歳　出　）

[image: image4.emf]予算現額 支出済額



執 行 率

不 用 額 Ｂ

Ａ Ｂ 繰越明許費 事故繰越し 計



Ａ

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 ％

10,328 10,160 67 - 67 101 98.37

翌 年 度 繰 越 額


（実質収支の状況）

[image: image5.emf]歳入総額 歳出総額

歳入歳出差引額

実質収支額

　



Ａ Ｂ Ｃ = Ａ - Ｂ Ｃ - Ｄ

百万円 百万円 百万円 百万円

10,436 10,160 276 209

翌 年 度 へ 繰 り

越 す べ き 財 源

（繰越明許費繰越額等）

Ｄ

百万円

67


予算現額103億2,800万円に対し、収入済額は104億3,600万円で、1億800万円の増となっている。

収入済額の主なものは、府債35億5,400万円、港湾施設使用料28億1,400万円、公債管理特別会計からの繰入金18億3,500万円である。

支出済額は101億6,000万円で、主なものは公債管理特別会計への繰出金68億8,300万円、堺泉北港泉北6区荷捌地舗装工事費等12億2,200万円である。
（３）　関西国際空港関連事業特別会計

関西国際空港関連事業を効率的に推進するために設けられた会計である。

（　歳　入　）

[image: image6.emf]予算現額 調 定 額 収入済額 不 納 収 入

予算現額に対する

欠 損 額 未 済 額

収 入 済 額 の

            Ｃ           　Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

増 減

対予算 Ａ 対調定 Ｂ

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 ％ ％

7,779 7,778 7,778 - - △ 1 99.99 100.00

収　　入　　歩　　合


（　歳　出　）

[image: image7.emf]予算現額 支出済額



執 行 率

不 用 額 Ｂ

Ａ Ｂ 繰越明許費 事故繰越し 計



Ａ

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 ％

7,779 7,778 - - - 1 99.99

翌 年 度 繰 越 額


（実質収支の状況）
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歳入歳出差引額

実質収支額

　



Ａ Ｂ Ｃ = Ａ - Ｂ Ｃ - Ｄ

百万円 百万円 百万円 百万円

7,778 7,778 0 0

翌 年 度 へ 繰 り

-

越 す べ き 財 源

（繰越明許費繰越額等）

Ｄ

百万円


注：数値が0となっている項目は、百万円未満の数値があることを示す。

予算現額77億7,900万円に対し、収入済額は77億7,800万円で100万円の減となっている。
収入済額の主なものは、一般会計からの繰入金65億3,800万円、府債12億3,800万円である。
支出済額は77億7,800万円で、主なものは府債の元利償還金46億9,100万円、公債管理特別会計への繰出金17億9100万円である。
（４）　箕面北部丘陵整備事業特別会計

箕面北部丘陵整備事業（水と緑の健康都市事業）を効率的に推進するために設けられた会計である。

（　歳　入　）

[image: image9.emf]予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額 不 納 収 入

予算現額に対する

欠 損 額 未 済 額

収 入 済 額 の

            Ｃ           　Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

増 減

対予算 Ａ 対調定 Ｂ

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 ％ ％

3,738 3,636 3,636 - - △ 102 97.28 100.00

収 入 歩 合


（　歳　出　）

[image: image10.emf]予 算 現 額 支 出 済 額



執 行 率

不 用 額 Ｂ

Ａ Ｂ 繰越明許費 事故繰越し 計



Ａ

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 ％

3,738 3,636 - - - 102 97.28

翌　　　年　　　度　　　繰　　　越　　　額


（実質収支の状況）
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歳入歳出差引額

実質収支額



Ａ Ｂ Ｃ = Ａ - Ｂ Ｃ - Ｄ

百万円 百万円 百万円 百万円

3,636 3,636 0 0

-

越 す べ き 財 源

（繰越明許費繰越額等）

Ｄ

百万円

翌 年 度 へ 繰 り


予算現額37億3,800万円に対し、収入済額は36億3,600万円で1億200万円の減となっている。

収入済額の主なものは、一般会計繰入金27億2,000万円、国庫補助金７億3,400万円である。

支出済額は36億3,600万円で、主なものは土地区画整理事業費の建設費18億500万円、公債管理特別会計への繰出金7億1,400万円である。

（５）　不動産調達特別会計

公共施設用地等を先行取得するために設けられた会計である。

（　歳　入　）

[image: image12.emf]予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額 不 納 収 入

予算現額に対する

欠 損 額 未 済 額

収 入 済 額 の

            Ｃ           　Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

増 減

対予算 Ａ 対調定 Ｂ

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 ％ ％

8,614 8,690 8,690 - - 77 100.89 100.00

収　　入　　歩　　合


（　歳　出　）

[image: image13.emf]予 算 現 額 支 出 済 額



執 行 率

不 用 額 Ｂ

Ａ Ｂ 繰越明許費 事 故 繰 越 し 計



Ａ

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 ％

8,614 8,613 - - - 1 99.99

翌 年 度 繰 越 額


（実質収支の状況）

[image: image14.emf]歳 入 総 額 歳 出 総 額

歳入歳出差引額

実質収支額



Ａ Ｂ Ｃ = Ａ - Ｂ Ｃ - Ｄ

百万円 百万円 百万円 百万円

8,690 8,613 77 77

-

越 す べ き 財 源

（繰越明許費繰越額等）

Ｄ

百万円

翌 年 度 へ 繰 り


予予算現額86億1,400万円に対し、収入済額は86億9,000万円である。

収入済額の主なものは、府債50億円、不動産売払収入20億9,300万円である。

支出済額は86億1,300万円で、主なものは公園用地先行取得費50億円、公園緑地整備事業に伴う公債管理特別会計への繰出金36億1,300万円である。

（６）公債管理特別会計

府債の発行及び償還事務を行うために設けられた会計である。

（　歳　入　）

[image: image15.emf]予算現額 調 定 額 収入済額 不 納 収 入

予算現額に対する

欠 損 額 未 済 額

収 入 済 額 の

            Ｃ           　Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

増 減

対予算 Ａ 対調定 Ｂ

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 ％ ％

968,655 968,732 968,732 - - 77 100.01 100.00

収　　入　　歩　　合


（　歳　出　）

[image: image16.emf]予 算 現 額 支 出 済 額



執 行 率

不 用 額 Ｂ

Ａ Ｂ 繰越明許費 事故繰越し 計



Ａ

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 ％

968,655 968,298 - - - 358 99.96

翌 年 度 繰 越 額


（実質収支の状況）

[image: image17.emf]歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出差引額 実質収支額

　



Ａ Ｂ Ｃ = Ａ - Ｂ Ｃ - Ｄ

百万円 百万円 百万円 百万円

968,732 968,298 435 435

-

翌 年 度 へ 繰 り

越 す べ き 財 源

（繰越明許費繰越額等）

Ｄ

百万円


（元利償還金の推移）

[image: image18.emf]年 度

平 成 18 年 度 平 成 17 年 度 平 成 16 年 度 平 成 15 年 度 平 成 14 年 度

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

元 金 639,884 655,870 452,327 350,420 242,696

利 子 87,917 98,790 111,713 119,201 128,359

元利償還金 727,801 754,660 564,040 469,621 371,054


予算現額9,686億5,500万円に対し、収入済額は9,687億3,200万円で7,700万円の増となっている。

収入済額の主なものは、府債（借換債）4,446億4,100万円及び他会計繰入金3,291億300万円であり、前者は前年度に比べ22億8,800万円増加しており、後者は273億3,600万円減少している。

支出済額9,682億9,800万円はすべて府債費であり、主なものは、元利償還金が7,278億100万円、減債基金の積立金が2,354億3,600万円である。　
(７) 市町村施設整備資金特別会計

府内市町村の公共施設等の整備を促進するため、資金の貸付けを行うために設けられた会計である。

（　歳　入　）

[image: image19.emf]予算現額 調 定 額 収入済額 不 納 収 入

予算現額に対する

欠 損 額 未 済 額

収 入 済 額 の

            Ｃ           　Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

増 減

対予算 Ａ 対調定 Ｂ

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 ％ ％

12,675 12,676 12,676 - - 0 100.00 100.00

収　　入　　歩　　合


（　歳　出　）

[image: image20.emf]予 算 現 額 支 出 済 額



執 行 率

不 用 額 Ｂ

Ａ Ｂ 繰越明許費 事故繰越し 計



Ａ

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 ％

12,675 12,674 - - - 2 99.99

翌 年 度 繰 越 額


（実質収支の状況）

[image: image21.emf]歳 入 総 額 歳 出 総 額

歳入歳出差引額

実質収支額



Ａ Ｂ Ｃ = Ａ - Ｂ Ｃ - Ｄ

百万円 百万円 百万円 百万円

12,676 12,674 2 2

翌 年 度 へ 繰 り

-

越 す べ き 財 源

（ 繰 越 明 許 費 繰 越 額 等 ）

Ｄ

百万円


注：数値が0となっている項目は、百万円未満の数値があることを示す。

予算現額126億7,500万円に対し、収入済額は126億7,600万円となっている。

収入済額の主なものは、大阪府市町村施設整備資金貸付金償還金126億7,300万円である。

支出済額は126億7,400万円で、その主なものは、一般会計への繰出金90億7,200万円、土地開発公社健全化対策資金等の施設整備資金貸付金36億円である。

（８）母子寡婦福祉資金特別会計

母子及び寡婦福祉法に基づき、母子福祉資金及び寡婦福祉資金の貸付けを行うために設けられた会計である。

（　歳　入　）

[image: image22.emf]予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額 不 納 収 入

予算現額に対する

欠 損 額 未 済 額

収 入 済 額 の

            Ｃ           　Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

増 減

対予算 Ａ 対調定 Ｂ

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 ％ ％

832 1,663 914 - 748 83 109.93 54.98

収　　入　　歩　　合


　

（　歳　出　）

[image: image23.emf]予 算 現 額 支 出 済 額



執 行 率

不 用 額 Ｂ

Ａ Ｂ 繰越明許費 事故繰越し 計



Ａ

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 ％

832 740 - - - 91 89.02

翌 年 度 繰 越 額


（実質収支の状況）

[image: image24.emf]歳 入 総 額 歳 出 総 額

歳入歳出差引額

実質収支額



Ａ Ｂ Ｃ = Ａ - Ｂ Ｃ - Ｄ

百万円 百万円 百万円 百万円

914 740 174 174

翌 年 度 へ 繰 り

-

越 す べ き 財 源

（繰越明許費繰越額等）

Ｄ

百万円


予算現額８億3,200万円に対し収入済額は９億1,400万円で8,300万円の増となっている。

収入済額の主なものは、貸付金元利収入４億1,900万円、府債2億4,000万円である。

支出済額は７億4,000万円で、ほとんどが貸付金７億4,000万円である。

収入未済額は7億4,800万円で、すべて貸付金元利収入であり、前年度と比較して2,300万円増加している。その収納率は1.10ポイント上昇し35.92％となっている。
（９）中小企業振興資金特別会計

小規模企業者等設備導入資金助成法及び独立行政法人中小企業基盤整備機構法に基づき、府内の中小企業者に対し設備の近代化や企業構造の高度化に要する資金の貸付けを行うために設けられた会計である。

（　歳　入　）
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（　歳　出　）
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（実質収支の状況）
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予算現額54億3,100万円に対し、収入済額75億200万円で20億7,100万円の増となっている。

収入済額の主なものは、貸付金元利収入38億1,200万円、前年度からの繰越金30億1,300万円である。

支出済額は52億1,700万円で、主なものは小規模企業者等設備貸与資金等の貸付金21億8,900万円、独立行政法人中小企業基盤整備機構等への償還金18億2,900万円である。
収入未済額は31億9,100万円である。そのほとんどは貸付金元利収入31億8,500万円で、前年度と比較して8億300万円減少しており、その収納率も54.07%と前年度と比較して6.69ポイント上昇している。
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